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与党 連休明けにも委員会採決強行の構え 

国家安全保障会議（日本版 NSC）設置反対！  

「戦争する国」への暴走許すな！！ 
栁沢参考人が重要な指摘 

国家安全保障会議（日本版 NSC）設置関連法案を審議している国家安全保障に関する

特別委員会では 10 月 31 日の参考人質疑では栁沢脇二参考人の発言が注目を浴びまし

た。同氏は 2004 年から 09 年まで内閣官房幅長官補（安全保障・危機管理担当）を勤

め、自衛隊のイラク派兵を統括した人です。 

栁沢氏は、安全保障会議が形骸化しているとか新しい体制を作ることに関連して、「制

度がなかったために（危機管理についての）対応がおくれたということは、私の経験す

る限りでは、そういう問題ではなかった」と述べました。また、イラク戦争めぐる情報

のあつかいについて、「イラク戦争の前提となった大量破壊兵器の存在に関する情報、こ

れは私も間違えておりましたが、当時、みんなが間違えておった。これはやはり、政策

決定サイドが引っ張られた側面が一つあるんだろう。そういうことにならないように気

をつけていかなければならないというのが最大の教訓だろう」と語りました。また赤嶺

政賢日本共産党衆院議員の質問に「第一次安倍政権で同じようなテーマが俎上に上った

わけでありますが、（中略）あの時点での集団的自衛権の問題あるいは NSC の問題提起

というのは、アメリカとのカウンターパート関係を制度としてつくる、あるいは、対テ

ロ戦争などのおけるアメリカとの協力関係をさらに進化させるという意味で、おそらく

日米同盟を強化するという方向の問題意識だったんだろう」「ただ、現在、オバマ政権に

なって、対テロ戦争からアメリカは手を引いております。（中略）当時、2006 年あるい

は 2007 年と同じ文脈で、NSC あるいは集団的自衛権の議論が、日米同盟におけるイ

ンパクト、影響というものを当時と同じ文脈では語れないだろう」と答えています。  

矛盾、問題かかえたままの強行は許されない 

赤嶺衆院議員は 10 月 31 日の同委員会での質問で、栁沢参考人発言を引用し、担当

者が認めたイラク戦争開戦の根拠となった大量破壊へ九条の会に関する情報の誤りを政

府も認めること、アメリカ言いなり、アメリカの情報で日本の安全保障・外交がうごか

されていく、その情報の共有化のための NSC が危険であることを指摘しました。 

問題や矛盾が次つぎ明らかになっています。国民が多くを知らないうちに強行をと逃

げ切ろうとする与党の姿勢は許せません。 

6 日の委員会採決強行反対の世論と運動を、傍聴で監視を！ 

日本版 NSC 創設を早くから主張してきた民主党が提出した修正案をめぐって、5 日

（火）には、午前 9 時から 12 時 15 分、午後 4 時 30 分から 5 時 50 分まで特別委員
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会の審議が予定されています。 

与党は 6 日（水）午後 3 時から 5 時の日程で総理大臣も入り、テレビ中継もおこなう

質疑を行なった上採決を、と 11 月 1 日の理事会に提案。採決強行の構えです。 

官邸前行動やさまざまな行動の中でも NSC 設置反対の声が強まっています。NSC 創

設とともに、在外邦人の陸上輸送やその際の武器使用無規定などを内容とする自衛隊法

の「改正」案の委員会採決強行（10 月 31 日）やねらわれている秘密保護法案の衆院で

の審議入りなど相次ぐ集団的自衛権行使、「戦争する国」への暴走に懸念の声が世論が高

まっています。 

5 日、6 日の特別委員会を傍聴しましょう。【傍聴希望は憲法会議にご連絡を】 

 

6 日 民意反映の選挙制度もとめる 11 団体国会行動 

NSC,秘密保護法も議論 
 6 日（水）午後 1 時 30 分から衆院第 1 議員会館第 4 会議室で院内集会と議員要請が

行なわれます。 

 多くの参加、各種署名をもちよりで成功させましょう。 

 

準備進む 11・21大集会 

「STOP！ 『秘密保護法』11・21大集─『何が秘

密？ それは秘密』それはイヤだ！ ─」 
11 月 21 日（木）には、大集会が日比谷公会堂でおこなわれ、国会にむけ請願デモも

おこなわれます【チラシ版下別掲】。呼びかけ団体には、5・3 憲法集会実行委員会（憲

法会議、許すな！憲法改悪・市民連絡会─予定・6 日の同実行委員会事務局会議で議論

されます）が含まれています。そのほかの呼びかけ団体は、新聞労連、平和フォーラム、

秘密法の反対する学者・研究者連絡会、秘密法反対ネット（問う長方に反対する市民連

絡会、日本国民救援会）です。 

14 日（木）には都内各地で参加呼びかけ、事前キャンペーン、同日午後 6 時から 7

時には新宿駅西口で大キャンペーンが行なわれます。全国的に呼応して各地で取り組み

が準備されています。 

 


